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順決択分における 「忍」善根成立説の一考察

周 柔 含

§1問 題 の 所 在 説 一 切 有 部(以 下 「有部 」)の 修 行 道 の体 系 にお い て,四 善 根

(catvari kusalamulani ;順 決択分,nirvedha-bhagiya)― 煖(usmagata)・ 頂(murdhan)・ 忍

(ksanti)・世 第 一 法(laukikagradharma)は 見 道 に 入 る直 前 の 重要 な加 行 位 で あ る.

とこ ろ が,『 発 智 論 』 の 「世 第 一 法 納 息 」 に お い て 「媛 ・頂 ・世 第 一 法 」 と い

う三 善 根 が 論 じ られ,忍 善 根 は説 か れ て い な い.註 釈 書 で あ る 『大 毘婆 沙 論 』 で

は 「媛 ・頂 ・忍 ・世 第 一 法 」 とい う四善 根 と して展 開 され て い る.

『大 毘 婆 沙 論 』 に は 「有 説:住 頂 位 時,將 獲 大 利.猶 如 聖 者,得 不 堕 法.得 忍

異生,亦 復 如 是 」(T27,27a24-25)と あ る.こ の 頂 位 に住 す る異 生 が 将 に獲 得 し よ

う とす る利 得 とは何 で あ ろ うか.そ の利 得 は聖 者 の 不 堕 法 と如 何 な る関連 が あ る

の で あ ろ うか.そ して,異 生 が 忍 に い る時 の不 堕 法 と聖 者 の不 堕 法 とは 同 じ も の

で あ ろ うか.

筆 者 は先 行 研 究 に お い て,『 発 智 論 』 の 「三 善 根 」 説 を 検 討 した が,『 発 智 論 』

の順 決 択 分 が 成 立 した 時 点 に お い て は,有 部 の 「四 善根 」 教 学 は ま だ完 成 して い

な か っ た とい う結 論 に至 っ た1).で は な ぜ 『大 毘 婆 沙 論 』 に至 っ て 「忍 」 が 付 け

加 え られ た の で あ ろ うか.

また,『 阿 毘曇 心 論 経 』 に は 「問 日:頂 是 何 義?答 日:不 動 善 根.彼 住 此 頂 時,

離 諸 過 故,能 入 忍 中」(T28,849b9-10)と あ る.と ころ が,有 部 に お け る順 決 択 分

の頂 は退 善 根 で あ り,三 悪 趣 に堕 す る可 能 性 が あ る.な ぜ 『阿 毘 曇 心 論 経 』 で,

有 部 の定 説 と異 な っ て,頂 は不 動 善根 と して説 明 され て い るの で あ ろ う か.

これ ら の諸 説 の相 違 の 手 懸 りにつ い て は,今 まで 検 証 され た こ とが な い.そ の

た め,い ま一 歩 踏 み込 ん で 考 察 す る必 要 が あ る と思 わ れ る.本 研 究 は 文 献 学 の 見

地 か ら この 問題 の検 証 を試 み た い.

§2「 順 決 択 分 」 の 特 質 さ て,順 決 択 分 に お い て,「 媛 ・頂 」 は退 善 根 で あ り,

「忍 ・世 第 一 法 」 は不 退 善 根 で あ る.

『倶 舎 論 』 に説 か れ る順 決 択 分 に 関 わ る利 得(功 徳)の 「得 ・失 」 の 特 質 は次 の
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七 点 に ま とめ られ る.(1)見 惑 を起 こ し,善 根 を退 捨 す る.(2)無 因果 の 邪 見 を

起 こ し,善 根 を 断 じ る.(3)無 間業 を 造 る.(4)三 悪 趣 に 堕 す る.(5)臨 終 の時

に善 根 を捨 て る2).(6)異 生 位 に住 す る.(7)涅 槃 に 入 る決 定 因 を作 る.

こ こで,各 善 根 につ い て その 特 質 を ま とめて み る と,下 表Aの よ う にな る.

表A:上 記 『倶 舎 論 』2J(T29,120b24-cll)の 引用 文 に よ り作 成

上 表 か ら,退 善 根(頂)と 不 退 善 根(忍)と の一 線 を 画 す る も の を ひ とこ とで

言 え ぼ,上 表 の1善 根 を退 捨 せ ず ・③ 無 間 業 を造 らず ・④ 三 悪趣 に堕 せ ず とい う

三 つ の利 得(功 徳)の 有 無 で あ る とい う こ とが わ か る.す な わ ち,こ の 三 つ の利

得(功 徳)を 具 す る な らぼ,忍 で あ る不 退 善 根 とな る.

§3「 不 堕 法 」 『大 毘婆 沙 論 』(T27,27a24-25)に は下 記 の意 見 が説 か れ て い る.

頂位 に住す る者 は将 に大利 得(功 徳)を 獲得 す る.〔 その利得 は,〕 あたか も聖者が得

て いる不 堕法の ようで ある.忍 を得 てい る異生 もまたその ようで ある.例 えぼ,〔忍 を

得て い る〕室路拏二十倶胝 が九十 一劫惡趣 に堕 さない ように.〔頂 位 に住す る者 は〕頂

か ら退す る時 に,こ の利得 を失 うか ら,頂 堕 と言われ る.

な お,「 忍 を 得 て い る室 路 拏 二 十 倶 豚 が 九 十 一 劫 惡 趣 に堕 さな い」 とい う記 述

か ら,忍 の 異 生 の 不 堕 法 と は 「三 悪 趣 に堕 さ な い」 とい う こ とで あ る と分 か る.

よ っ て,忍 で あ る不 退 善 根 の 利 得 を 一 言 で 言 え ぼ,「 三 悪 趣 に 堕 さ な い 」 とい う

こ とで あ る こ とが 判 明 す る.一 方,こ の 頂 位 に住 す る者 が頂 か ら退 して しま うな

ら,目 の前 の大 利 得 を得 る こ とが で き な い ので,頂 堕 と言 わ れ る(T27,27a4-12).

次 に,聖 者 の 不 堕 法 と は何 で あ ろ うか.『 大 毘 婆 沙 論 』 に は 「預 流 果,不 堕 法

勝 不 墮 法 顯,故 説 不 墮,不 墮 悪 趣 故 」(T27,240b1-15)と あ る.よ っ て,い わ ゆ

る聖 者 の 「不 堕 法 」 とは 「不 堕 悪 趣 」 で あ る と分 か る.

そ れ で は,具 体 的 に如 何 に して 異 生 は聖 者 に な るの で あ ろ うか.簡 潔 に説 明 す

る と,異 生 は 「世 第 一 法 」 に よ り,異 生 性 を捨 て,「 等無 間 」(samanantara)に 「苦

法 智 忍 」(duhkhadharma-jnana-ksanti)が 生 じ る.す な わ ち,「 正 性 離 生 」(samyaktva-

niyama)に 入 り,は じめ て 聖者 の流 れ に 入 る とい う こ とで あ る(T26,918al6-18).

よっ て,同 じ 「不 堕 悪 趣 」 の利 得 を得 て い る もの の,異 生 は忍 善 根 を得 る こ と

に よっ て,不 堕 法 を獲 得 す るの で あ り,聖 者 は 「苦 法 智 忍 」 を得 る こ とに よ って,
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不 堕 法 を獲 得 す るの で あ る.二 者 は不 堕 法 を獲 得 す る手 段 が違 う こ とが分 か る.

以 上,修 道 論 に お い て不 動(不 退)と い う条 件 が 肝 要 で あ っ た こ と を察 す る こ

とが で き る.こ れ は,忍 善 根 の成 立 に 関 わ る極 め て重 要 な 要 因 で あ ろ う と思 わ れ

る.

§4『 大 智 度 論 』 の 「住 頂 不 堕 」 説 さ て,「 三 乗 共 の 十 地 」 の 「性 地 」 は,声

聞 乗 の 「四 善 根 」 位 で あ り,菩 薩 乗 の 「柔 順 忍 」 で あ る(T25,585c28-586a24).

『大 智 度 論 』 に は 「於 柔 順 忍 ・無 生 忍 中 間,所 有 法 名 為 頂.住 是 頂 上,直 趣 佛 道,

不 復 畏 墮.譬 如 聲 聞 法 中,煖 ・忍 中間 名 為 頂 法 」(T25,362a6-9)と あ る.

つま り,菩 薩 乗 に お け る 「柔 順 忍 と無 生 忍 」 との 間 の 「頂 」 法 は,声 聞 乗 の

「四 善 根 」 位 と平 行 す る と考 え られ る.よ っ て,こ こで,菩 薩 法 の 「頂 」 法 に つ

い て 検 討 した い.『 大 智 度 論 』(T25,362a5-14)に は次 の よ うに説 か れ て い る.

問 日:是 一事,何 以故名為 頂,名 為位,名 為不 生?答 日:於 柔順忍(anulomiki-dharma-

lcsanti)・無 生忍(anutpattika-dharma-ksanti)中 間,所 有法名為頂;住 是頂上,直 趣佛道,

不復畏 墮.譬 如:聲 聞法 中煖 ・忍中 間,名 為頂法 ……頂増長 堅固,名 為 菩薩位.入

是位中,一 切結使 ・一切魔民,不 能動揺,亦 名無生法忍(不 生).

従 来,「 入 菩 薩 位 」 につ い て幾 つ か の説 が あ る3),こ こで 提 起 さ れ た 問題 は,そ

の 中 の 「住 頂 不 堕 」 説 で あ る.な ぜ ひ とつ の 事 柄(頂)に 対 して,「 頂 ・位 ・不

生 」 とい う三 つ の名 が あ る のか とい うこ とで あ る.

つ ま り,(1)菩 薩 法 に お い て,柔 順 忍 と無 生 忍 との間 が す なわ ち 「頂 」 で あ る.

(2)こ の 「頂 」 に お いて 動 揺 す る こ とが な くな っ た 時 に 「菩 薩位 」(菩 薩正性離生)

とな る.(1)「 菩 薩位 」 にお い て,煩 惱 も 〔菩 薩 を〕 動 か す こ とが で きず,声 聞 ・

獨 豊 地 に堕 す る こ とを恐 れ な い た め,「 無 生 法 忍 」(不 生)と 名 づ け る.

こ の記 述 は,声 聞 法 の 順 決 択 分 の 忍 善 根 の 成 立 を理 解 す る上 で 鍵 とな っ て い る

と思 わ れ る.な ぜ な ら,『 大 智 度 論 』 に は 「復 次,煖 ・頂 ・忍 法,是 小 乗 初 門;

菩 薩 法 忍,是 大 乗 初 門 」(T25,555a18-19)と あ るか らで あ る.

上 述 の 「頂 」 に は 「頂 ・菩 薩 位 ・無 生 法 忍 」 とい う 「一 事 三 名 」4)を の概 念 が

説 か れ る.「 頂 」 と 「菩 薩位 」 は 「前 後 」 の 関係 で あ り,「菩 薩 位 」 と 「無 生 法 忍 」

は 「同一 」 の関 係 で あ る(T25,262b2-4).三 者 は 決 して 同 じ もの で あ る とは 言 え

な い ので あ る.

§5「 得 頂 」・「住 頂 」 上 記 『大 智 度 論 』 の 検 討 か ら,提 示 さ れ た 重 要 な手 係 り

は 「得 頂 」 と 「住 頂 」 の概 念 で あ る.こ こで,『 大 智 度 論 』(T25,362c9-12)の 「頂

堕 」 説 にっ い て検 討 した い.
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も し,頂 を得 る者 が堕す るこ とがな いな らば,な ぜ今 「頂 堕｣と い うので あろ うか.

これ はつ ま り,ま さに得 る状 態 になっていた のに,得 られ ない場 合 を指 す.す なわ ち

まさに得 る寸前 で失 う者 が堕 と言 われ るので あ る.〔一方,〕 頂 を得 た者 は智慧 力が穏

やかで安定 した 〔状態で あるか ら〕,堕 す る恐れがな い.譬 えれぼ,山 を登 る とき,山

頂 に着 いた(住 頂)〔 登山者が〕堕す る恐 れがない 〔の と同様 であ る〕.し か し,〔一歩

手前の〕山頂に着いていない場合(得 頂),〔 登山者 は〕堕す る恐れがあ る.

菩 薩 法 に お い て は 。「頂 堕 」 とは頂 を 得 て い る者(以 下 「得頂」)が 一 歩 手 前 の

「菩 薩 位 」 を得 られ る もの の,ま さ に堕 して しま う と い う こ とで あ る.一 方,山

頂 に 着 い た者(以 下 「住頂 」)は,二 乗 に堕 す るの を 恐 れ な い,ま さに 「住 頂 不 堕 」

で あ る と言 え よ う.さ ら に,こ の住 頂 者 とな れ ば,煩 惱 は も はや 菩 薩 を動 揺 させ

る こ とが で き な い.菩 薩 は そ の うち必 ず 無 生 法 忍 を得 て,「 菩 薩 位 」(菩 薩 正性 離

生)に 入 り,二 乗 に堕 す る こ とは な い.い わ ゆ る 「大 乗 初 門」 に入 るの で ある.

よっ て,菩 薩 法 に お い て は,得 頂 ・住 頂 は 同 じ頂 法 で あ る も の の,得 頂 者 は堕

す る可 能 性 が あ り,住 頂 者 は堕 す る こ とは な い とい う こ とを 了解 す る こ とが で き

る.

と ころ で,こ の住 頂 者 が 不 退 で あ る とい う観 点 につ い て,『 阿 毘曇 心 論 経 』 「問

日:頂 是何 義?答 日:不 動 善 根5).彼 住 此頂 時,離 諸 過 故,能 入 忍 中 」6)と い う内

容 に注 目 した い.こ れ に対 して,『 国 訳 一 切 経 』7)で は 「不 動 善 根 の字 は 動 善 根 の

間違 い で は な い か」 とい う指摘 が あ る.

筆 者 は,そ れ は ま さ に 「不 動 善 根 」 の意 で あ る と考 え る.つ ま り,こ こで 説 か

れ る 「不 動 善 根 」 とい う頂 は,恐 ら く菩 薩 法 の住 頂 とい う概 念 を取 っ て い るの で

は な いか と思 わ れ る.と い うの も,『 阿 毘 曇 心 論 経 』 の 本 文 に 「彼 住 此 頂 時,離

諸 過 故,能 入 忍 中」 と説 か れ て い るか らで あ る.

な お,上 記 の 検 討 を 踏 ま えた 上 で,順 決 択 分 の論 説 に戻 る.『 発 智 論 』 は 「煖 ・

頂 ・世 第 一 法 」 とい う三 善根 で あ る.そ して,最 初 に忍 善 根 を加 え て,「 四 善 根 」

を 組 み 立 て た 人 物 は,妙 音(Ghosaka)尊 者 で あ ろ う と推 定 され る8).恐 ら く,妙

音 尊 者 が 「頂 」 を 「得 頂 」 か ら 「住 頂 」 へ とい うス テ ップ を考 え た 上 で,不 動

(不退)と な っ た 「頂 」(住 頂)を 忍 とい う名 で 呼 ん で,新 た に 「不 退 善 根 」 とす

る 「忍 」 善 根 を成 立 さ せ た の で は な い か と筆 者 は考 え る.

仮 に,上 記 の 推 定 が 成 立 す るな らぼ,『 発 智 論 』 の頂 法 成 立 の 時 点 で は,頂 は

単 な る 「最 高 ・先 端 」 とい う意 味 で あ っ た こ とに な る9).「 最 高 ・先 端 」(頂)に

位 す る異 生 は,異 生 の 不 堕 法 で あ る忍 を得 て い な い か ら,堕 す る可 能 性 が あ る.
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しか し,こ の頂 が 堅 固 ・不 動 とな っ た 時 に頂 が 忍 の概 念 へ と移 行 す る.こ の よ う

に して,不 退 善根 で あ る忍 が成 立 し,有 部 の四 善 根 教 学 が 完 成 した と考 え られ る.

§6ま とめ 順 決 択 分 の 忍 善 根 説 の成 立 を試 み た.な お,順 決 択 分 の 特 質 は七

点 が あ る(本 稿 頁2).頂 位 に住 す る者 が 得 よ う とす る利 得 は不 墮 惡 趣 で あ る.異

生 も聖 者 も同 じ不 堕 惡 趣 の利 得 を得 て い る も の の,異 生 は忍 善 根 を 得 る こ とに

よ っ て,不 堕 法 を獲 得 し,聖 者 は苦 法 智 忍 を得 る こ とに よ っ て,「 不 堕 法 」 を獲

得 す る.

菩 薩 法 の 「頂 」 に は,「 頂 ・菩 薩 位 ・無 生 法 忍 」 とい う三 つ の 名 が 説 か れ る.

頂 と菩 薩 位 は 「前(得 頂)後(住 頂)」 の 関係 で あ り,菩 薩 位 と無 生 法 忍 は 「同一 」

の 関 係 で あ る.得 頂 者 は堕 す る可 能 性 が あ り,住 頂 者 は堕 す る こ とはな い.

妙 音 尊 者 が 「得 頂 」・「住 頂 」 の違 い を 考 え た上 で,不 動 とな っ た 「頂 」(住 頂)

を 「忍 」 とい う名 で 呼 ん で,新 た に不 退 善根 とす る忍 善 根 を成 立 させ た ので は な

い か と筆 者 は考 え る.こ れ に よ って,有 部 の四 善 根 教 学 が 完 成 した と考 え られ る.

そ して,『 阿 毘 曇 心 論 経 』 に説 か れ る 「不 動 善 根 」 の 「頂 」 は,ま さ に 「不 動 善

根 」 で あ り,「 住 頂 」 の意 で あ る と思 わ れ る.

1)拙 稿 周[2005a](「 頂」法成 立説 にお ける 「頂」 法の位置 に関 す る一考察,印 度学仏

教学研 究53-2,pp.126-129).2)拙 稿周[2005b](順 決択分 に関 わ る 「失地捨」 の問

題,『 仏教 論叢』26,ppH2).3)「 入菩 薩位」 にっいて,(1)無 生 法忍 ・(2):般舟

三昧 ・(3)具 六度生方便(4)住 頂不墮 …な どがある.詳 しくは 『大智度論』巻27(T25,

262a18-263a20)を 参 照されたい.

4)印 順導 師 『大智 度論 筆記CD-ROM』[2004,BOO3.]を 参照.印 順導師 『大智度論筆記

CD-ROM』 を提供 して くださった厚觀法 師に深 く謝意 を表 したい.

5)こ れ に つ い て,筆 者 が 考 察 した 結 果:『 磧 砂 蔵』・『洪 武 南蔵 』・『乾 隆 大 蔵 経 』・『景 印

高 麗 大 蔵 経 』 に お い て は,「 不 動 善 根 」 と記 載 『中華 大 蔵 経 』 に は 『阿 毘 曇 心 論 経 』 が

収 録 され て い な い.6)『 阿 毘 曇 心 論 経 』(T28,849b9-10);『 甘 露 味 論 』・『阿 毘 曇 心

論 』・『雑 阿 毘 曇 心 論 』 に お い て,「 動 ・不 動 善 根 」 に つ い て 記 載 され て い な い.7)

『国訳 一 切 経 』 「毘 曇 部 」21(pp.327-328,註200).8)拙 稿 周[2003](「 四善 根 」 思

想 の起 源 に 関 す る考 察,『 仏 教 論 叢 』25,pp.33-44).9)前 掲 拙 稿 周[2005a].

〈キ ー ワ ー ド〉 四善 根 ・忍 善 根 ・不 堕 法 ・住 頂 ・得 頂 ・

(立 正 大 学 大 学 院)
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etc. mention the Six Paramitas as the practice of the Three Learnings. 
In addition, many Buddhist scriptures describe obstacles to practicing the 

Three Learnings and stages and results attained through the practice the 
Three Learnings slightly differently. 

Because they established the methods of practicing the Three Learnings, 

obstacles to the practice, stages, etc. differently according to the age of com-

position of the texts and the sect to which they belong, opinions suggested in 
these scriptures are various. 

76. An Investigation into the Formation Theory of Ksanti in Nirvedha-bhagi-

ya 

Jou-han CHOU 

The Abhidharmika Ghosaka, while highlighting the distinction between 
those who have attained the "peak state" (murdhan-labhin) and those who 

abide in the peak (murdhan-viharin) coined the term "forbearance" (ksanti) for 

the "peak state" (murdhan) connected with non-retrogression. Therefore it 

becomes the first instance in which the ksanti of the virtuous root of non-
retrogression is established for the first time. 

Persons with middling capacity and the sage can benefit from "not falling 
to undesirable transmigrations (anapayaga)"; however, the mediocre person 

acquires the way of not falling to undesirable transmigration (aparihana-dhar-
ma) by attaining the forbearance virtuous root (ksanti-kusalamula) whereas the 

sage acquires the same aparihana-dharma through attaining forbearance and 
the wisdom of the law of suffering (duhkhadharma-jnana-ksanti). 

Regarding the "peak" of bodhisattva-dharma, it can be explained in the 

three terms: "peak", "the seat of bodhisattva" (bodhisatttvaniyama), and "rest-
ing the mind in no generation and no annihilation" (anutpattika-dharma-ksan-

ti). The relation between the first two is that of "the precursor and succes-

sor" while the latter two are one and the same. Those who have attained the 
"peak state" may backslide whereas those who abide in the "peak" will nev-

er fall back. 
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